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黒石団地区自治会

　
黒
石
団
地
区
自
治
会
規
約
第
四
章
第
一
五

条
第
二
項
ー
②
に
よ
り

、
去
る
十
一
月
二
八

日

（
日

）
に
学
習
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
臨
時

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

。
総
会
で
決
定
さ

れ
ま
し
た
事
項
は
次
の
通
り
で
す

。

◯
組
織
改
編
に
伴
い

　
　
　
　
　
自
治
会
運
営
規
則
の
改
正

　
　
班
長
が
防
護
委
員
を
兼
ね
る

。
文
化
部

　
体
育
部
を
廃
止
し
て

、
新
た
に
行
事
部
を

　
新
設
す
る

。
夏
祭
り
実
行
委
員
会
を
区
の

　
任
意
団
体
と
し
て
立
ち
上
げ
助
成
金
を
支

　
出
す
る

。

○
公
民
館
の
使
用
料
金
・

　
　
　
　
　
　
　
　
利
用
時
間
の
変
更

○
旧
公
民
館
売
却
の
承
認

　
　
老
朽
化
し
た
旧
公
民
館
は

、
売
却
が
承

　
認
さ
れ
ま
し
た

。

　
黒
石
団
地
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
夏
の
猛
暑
や
数
回
の
台
風
な
ど
、
厳
し
く
自
然
界
の
洗

礼
を
受
け
た
年
で
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
地
域
で
は
四
町
の
合
併
が

唱
え
ら
れ
、
未
来
都
市
を
夢
見
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
皆
様
方

の
お
宅
で
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
私
ど
も
黒
石
団
地
区
自
治
会
で
は
、
区
民
の
皆
様
が
少
し

で
も
快
適
に
暮
ら
せ
ま
す
よ
う
に
、
昨
年
は
班
内
会
議
で
出
た
要

望
事
項
を
全
力
で
処
理
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は

解
決
で
き
ま
し
た
が
、
中
に
は
土
地
買
収
の
絡
む
も
の
や
、
警
察

の
予
算
が
必
要
な
も
の
な
ど
、
早
々
に
右
か
ら
左
へ
と
解
決
で
き

な
い
要
望
事
項
も
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
今
年
一
年
を
掛
け
て
ご

期
待
に
沿
え
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
今
年
は
、
組
織
改
編
・
納
税
組
合
の
廃
止
・
地
区
魅
力
化

事
業
の
開
始
と
、
大
き
く
変
化
す
る
年
に
な
り
ま
す
。
区
民
の
皆

様
と
手
を
携
え
て
、
役
員
一
同
努
力
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
新
し
い
年
が
区
民
の
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
い
幸

せ
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
ま
し
て
、
私
の
年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●会議
　　　10月　役員会議（6日）・公民館運営について改訂（9日）
　　　　　　　臨時合同班長会議（20日）
　　　　　　　地区魅力化事業会議（22日）・広報会議（27日）
　　　11月　役員会議（1日）・三役会議（10日）
　　　　　　　地区魅力化会議（24日）・臨時総会（28日）
　　　12月　役員会議（1日）・地区魅力化会議〈22日）
　　　　　　　広報会議（15日）・三役と民生委員会議（6日）

●行事
　　　11月　ふれあいウオーク（3日）
　　　12月　年末夜警（28日～30日）

●主な区内要望事項の処理
　　　10月　南組三班道路の檜伐採（9日）
　　　11月　西組六班道路補修工事（9日）・防犯灯三灯新設（8日）
　　 　　　 　中７班新造成地ゴミ置き場稼働申請（12日）
　　         　北１組道路白線表示の申請､電波高専Ｓ字路歩道申請

●臨時行事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（26日）

　　　10月　地区魅力化池田校区ディサービス研修（22日）
　　　11月　すぎなみ台文化祭視察（14日）
　　　12月　おせち料理教室（17日）

　
町
民
体
育
祭
が
台
風
一
八
号
の
被
害
で
中

止
に
な

っ
た
為

、
体
育
部
は
十
一
月
三
日
ふ

れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク
計
画
実
施
し
ま
し
た

。
大

人
九
十
人

、
子
供
十
八
人
総
勢
百
八
人
で
弁

天
山
を
往
復
致
し
ま
し
た

。
弁
天
山
で
は
子

供
の
宝
探
し
や
大
人
は
弁
天
山
の
頂
上
ま
で

登
り
各
々
の
行
動
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す

事
が
出
来
ま
し
た

。

ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク

行事経過報告(10月～12月)

　
十
一
月
二
十
一
日
ふ
れ
あ
い
館
に
て

、
西

合
志
町
健
康
福
祉
祭
が
行
わ
れ

、
厳
格
な
選

考
の
結
果

、
黒
石
団
地
区
か
ら
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ

（
代
表
　
田
代
實
氏

〉
・
ひ
ま
わ
り
倶

楽
部

（
代
表
　
竹
本
憲
司
氏

）
の
福
祉
活
動

に
対
す
る
顕
著
な
功
労
に
対
し
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た

。

★
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
黒
石
団
地
区

★
黒
石
団
地
ひ
ま
わ
り
倶
楽
部

出
席
者
　
　
一
一
七
名

委
任
状
　
　
五
一
四
名

② 各種サークルの使用

区 分 使用料（円）

１階会議室

２ 階 和 室

調 理 室

大

小

600
600
600 500

500
500

全室

400
400
400

午 前

午 前

午 前

午 後

午 後

午 後

夜 間

夜 間

夜 間

※午前は、 9時00分から13時00分
※午後は、13時00分から17時00分
※夜間は、17時00分から2１時00分までとする。

※黒石団地区外の利用者は､上記利用料の

1.5倍とする。

800
800

800

■１階会議室小は畳の部屋、大はその
　 隣の板間。
■使用料は、使用時間が短時間でも変
　 わりません。
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ふ
れ
あ
い
十
一
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が

黒
石
団
地
区
自
治
会
の
事
業
案
（
高
齢
者
へ
の
配

食
サ
ー
ビ
ス
）
・
文
化
祭
が
、
西
合
志
町
が
実
施

す
る
『
地
区
魅
力
化
事
業
』
の
指
定
を
受
け
ま
し

た
。
昨
年
八
月
よ
り
公
民
館
運
営
委
員
を
中
心
に

地
区
魅
力
化
会
議
（
毎
月
一
回
）

・
視
察
（
四
回
）
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
途
中
経

過
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
黒
石
団
地
区
自
治
会
で
は

、
高
齢
者
の

皆
様
を
対
象
に
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
計
画

し

、
地
区
魅
力
化
委
員
会
で
検
討
し
て
き

ま
し
た

。
ま
た
熊
本
市
池
田
校
区
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
二
度
視
察
に

行
き
ま
し
た

。

　
そ
し
て
昨
年
十
二
月
民
生
委
員
に
ご
協

力
い
た
だ
き

、
黒
石
団
地
区
の
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
五
十
五
世
帯
に
本
事
業
に
対

す
る
意
見
を
ア
ン
ケ

ー
ト
で
伺
い
ま
し
た
と
こ
ろ

、
二
十
二
名

の
方
々
か
ら
賛
同
を
い
た
だ
き

　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た

。
期
待
に

　
　
　
　
　
　
　
添
え
る
よ
う
四
月

　
　
　
　
　
　
　
か
ら
の
実
施
に
向

　
　
　
　
　
　
　
け
て

、
委
員
会
一

　
　
　
　
　
　
　
丸
と
な

っ
て
色
々

　
　
　
　
　
　
　
と
準
備
に
取
り
組

　
　
　
　
　
　
　
ん
で
い
ま
す

。
区

　
　
　
　
　
　
　
民
の
皆
様
に
は
ボ

　
　
　
　
　
　
　
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
　
　
　
　
　
　
な
ど

、
今
後
ご
理

　
　
　
　
　
　
　
解
と
ご
協
力
を
お

　
　
　
　
　
　
　
願
い
し
ま
す

。

　
十
一
月
二
八
日
の
臨
時
総
会
で
文
化
部
が
廃
止
に

な
り

新
た
に
行
事
部
が
誕
生
し
ま
し
た

。
こ
の
黒
石
団
地

区
文
化
祭
は

、
行
事
部
が
主
に
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す

。

　
文
化
祭
を
新
た
に
立
ち
上
げ
る
に
あ
た

っ
て

、
地

区
魅
力
化
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で

、
合
志
町
の
杉
並
台

団
地
自
治
会
と
恵
風
園
自
治
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化

祭
を
視
察
し
ま
し
た

。
住
民
の
皆
さ
ん
が

、
生
き
生

き
と
交
流
し
て
お
ら
れ
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た

。
私
た
ち
の
黒
石
団
地
区
で
も
文
化
祭
を
通
し

て

、
区
民
の
皆
さ
ん
の
新
た
な
交
流
や
つ
な
が
り
が

出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
祭
の
や
り
方
や

、

演
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
の
骨
子
は

「
ふ
れ
あ

い
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
号

」
で
お
知
ら
せ
し
て

あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
が

、
具
体
的
に
は
来

年
度

　
例
年
二
月
に
行
わ
れ
て
い
た
合
同
班
長
会
議
を

、

今
年
度
は
一
月
十
四
日

（
金

）
に
開
催
し
ま
す

。
繰

り
上
げ
て
開
催
す
る
の
は

、
各
班
の
班
内
会
議
の
前

に

、
各
班
長
が
左
記
の
事
項
を
よ
く
理
解
し
て
い
た

だ
い
て

、
班
員
の
皆
さ
ん
に
早
め
に
周
知
徹
底
し
て

い
た
だ
く
た
め
で
す

。

①
組
織
改
編
に
よ
る
来
年
度
か
ら
の

　
　
　
　
　
新
た
な
役
員
選
出
に
つ
い
て

　
先
の
臨
時
総
会
で
区
の
組
織
が
改
編
さ
れ
ま
し

た

。

　
班
長
・
行
事
部
・
婦
人
部
に
大
別
さ
れ
ま
す
が

、

そ
の

　
業
務
内
容
な
ど
説
明
し
ま
す

。

②
集
合
税
等
の
各
自
振
り
込
み
に
つ
い
て

③
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
類
ご
み
の
分
別
収
集
に
つ

い
て②

③
に
つ
い
て
は

、
役
場
よ
り
担
当
職
員
を
招

　昨年の12月より黒石団地の民生委員は、南組の唐崎さんを加え新たにスタートしました。これまで
の南組担当の田代ミワ子さん、6年間大変ご苦労様でした。


